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J2EE Connector Architecture (JCA)

JCA(J2EE Connector Architectureの省略形だが、先輩かつ全然別の規格であるJava Cryptography ArchitectureをJCAと呼ぶ場合もありまぎらわしいのでJ2CAやJ2EE CAなどと呼ぶ場合もある。本書はJ2EEの本であり間違えようもないのでJCAと記述している)はJ2EEプラットフォームとEIS（Enterprise Information SystemsのことでメインフレームやERPシステムなどのアプリケーション、データベースシステムなどをこのように総称する）との標準インタフェースを決めている、J2EE1.3に含まれる仕様である。JCA1.0仕様登場以前は、J2EEプラットフォームとEIS間の標準インタフェースがなかったため、アプリケーション開発者はEISアダプタごとに規定されるベンダ独自のインタフェースに従いアプリケーションを開発するしかなかった（図1）。
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図1
JCA1.0仕様が規定されると、アプリケーション開発者は標準的な呼び出しインタフェースでEISを利用できるようになった---ん、本当か？と思った読者はベンダの甘言に容易にだまされない素質が十分である。疑問が出るのも当然で、世の中に存在するさまざまなEISに対して通用する標準インタフェースなど規定できるわけがないのである。そのため、呼び出しインタフェースは非常に抽象的なものとなる。ではJCA1.0仕様はなにがうれしいのか？

図2にJCA1.0仕様のアーキテクチャを示す。図のようにJCA仕様ではリソースアダプタとアプリケーションコンポーネント間以外に、リソースアダプタとアプリケーションサーバ間の「システムコントラクト」を定義している。JCA1.0では特にこのシステムコントラクトの標準化に力点が置かれている。この部分を標準化することにより、リソースアダプタはさまざまなアプリケーションサーバ上で動作しやすくなり、市場流通性が高まる。
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図2
システムコントラクトは、次の3つの部分からなる。

· コネクション管理

アプリケーションサーバがコネクションプーリングの実装を提供できるよう、コネクション管理の標準インタフェースを定める。これにより、スケーラビリティを確保する。アプリケーション開発者へは、コネクションを獲得するときの一貫した手順を提供する
· トランザクション管理

リソースアダプタは「トランザクションサポートなし」「リソースマネージャ内部でのトランザクションをサポートする」「グローバルなトランザクションをサポートする」という３種類のトランザクションサポートレベルを選べる
· セキュリティコントラクト

アプリケーションサーバは独自のセキュリティ管理を行っており、一方でEISも独自のセキュリティ管理を行っていることが通常である。このような環境において、エンド・ツー・エンドのセキュリティモデルを提供する。これにより、アプリケーションからEISを利用する際のセキュリティモデルを透過的にし、複数のEISを利用する際でもシングルサインオンを可能にすることをゴールとしている
リソースアダプタはアプリケーションサーバのアドレス空間で動作する。これによりはじめて上記の特徴が生きてくることを忘れてはならない。リソースアダプタベンダの中には、アプリケーションサーバとは別のプロセスを起動して動作させるものもあり、これはアプリケーションサーバのコネクション管理をないがしろにし、トランザクションやセキュリティ管理を複雑にしてしまうので注意が必要である。
WebLogic Server 8.1はJCA1.0をサポートしている。その他のJCA1.0をサポートしているアプリケーションサーバ製品はJavaのホームページ：

http://java.sun.com/j2ee/connector/products.html
に情報がある。ここにはJCAをサポートしているアプリケーションサーバ以外にも、JCAに準拠したリソースアダプタ製品の情報も掲載されている。主なリソースアダプタベンダには、監修者が籍を置くインセボ社（www.insevo.com）や、BEA社がOEMしているiWayソフトウェア社（www.iwaysoftware.com）などがある。
JCA1.5仕様の概要

2003年XX月XX日現在、JCA仕様の最新バージョンは1.0であるが、バージョン1.5がすでに検討中で、ドラフト版PFD2仕様書がホームページ上にアップされている。JCA1.5仕様の主な変更点を以下に示す（なおドラフトであるため最終的に変わる可能性がある）。
インバウンドコミュニケーションのサポート

JCA1.0まではリソースアダプタとEIS間のコミュニケーションはリソースアダプタからEISへのサービス呼び出しという、片方向であった。JCA1.5からはEIS側から非同期に上がったメッセージをリソースアダプタが処理し、アプリケーションサーバ側に送信するという、非同期・逆方向のコミュニケーションをサポートできるようになった。（JCA1.0である現在は）このようなコミュニケーションをサポートするのに、リソースアダプタベンダであるインセボ社は独自のフレームワークを提供し、双方向非同期通信を可能にしている。また、アプリケーションサーバベンダであるBEA社はやはり独自のフレームワークを提供し、双方向非同期通信を可能にしている（製品名WebLogic Integration）。JCA1.5はこのような独自性を排し、よりリソースアダプタの市場流通性を高める。
スレッドのサポート

JCA1.0までは、EIS接続にてスレッドが必要なときはリソースアダプタが自分で生成・管理するしかなかった。しかしアプリケーションサーバによっては、スレッド管理の煩雑さやセキュリティ面からスレッドの生成自体ができなかったり、できたとしてもプログラムが複雑になりすぎるためあまり好ましい方法とはいえない。このようなニーズに応えるため、JCA1.5ではアプリケーションサーバが管理するスレッドを使えるような方法が考案された。そのため、javax.resource.spi.workパッケージのWorkインタフェースが導入された。このインタフェースはjava.lang.Runnableを拡張しており、リソースアダプタベンダが実装したrunメソッドをアプリケーションサーバ管理下のスレッド内で実行させることができる。このために同パッケージのWorkManagerインタフェースも新設され、そのdoWork()やstartWork()メソッドにリソースアダプタ側で生成したWorkのオブジェクトを渡してアプリケーションサーバ管理下で必要なスレッド処理が行えるようになっている。
ライフサイクル管理のサポート

javax.resource.spi.ResourceAdapterインタフェースが新設され、リソースアダプタはこれを実装する。このインタフェースはstart()メソッドとstop()メソッドを持ち、それぞれリソースアダプタの起動、停止時にアプリケーションサーバから呼ばれる。仕様ではそれぞれのメソッドが呼ばれるタイミングが明確になり、リソースアダプタは1.0より安定したライフサイクル管理が可能となる。
